
7
July 2021
 No.136CLOVERCLOVER

http://www.ja-kitasatsuma.or.jp/  JA北さつま

育てよう明日を
JAグループ鹿児島

棚
田
彩
る
ス
イ
レ
ン

特  集

夏休み自由研究
夏の里山昆虫図鑑



2

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
５
月
26
日
、
さ
つ
ま

町
の
Ｊ
Ａ
本
所
で
第
11
回
通
常
総
代
会
を

開
き
ま
し
た
。
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
や

令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
決
定
、
理
事
の

退
任
に
伴
う
補
欠
選
任
な
ど
、
議
案
６
件

を
原
案
通
り
承
認
。
総
合
事
業
に
よ
る
農

業
振
興
・
地
域
貢
献
へ
の
取
組
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
最
優
先
と
し
、
書
面
議
決
を
奨

励
し
た
上
で
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
総
代
５
０
０
人
の
う
ち
本
人
32
人
、

書
面
議
決
４
０
３
人
、
委
任
状
１
人
の
計

４
３
６
人
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
度
は
自
己
改
革
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
正
組
合
員
・
准
組
合
員
・
利

用
者
か
ら
広
く
意
見
を
集
め
、
①
安
心
・

安
全
な
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
と
、
農
家

組
合
員
の
所
得
増
大
及
び
農
業
生
産
の
拡

大
②
組
合
員
や
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
再

構
築
し
、
地
域
に
根
差
し
た
総
合
的
な
事

業
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
③

総
合
事
業
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確

立
強
化
及
び
協
同
組
合
活
動
・
自
己
改
革

を
支
え
る
人
材
育
成
、
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

春
田
和
則
組
合
長
は
「
農
産
物
の
持
続

的
・
安
定
的
な
供
給
で
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
販
売
力
を
強
化
し
て

い
く
。
さ
ら
に
国
連
が
提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
趣
旨
と
協
同
組
合
の
本
質
に
鑑
み
事

業
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

議
案
６
件
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た

事
業
計
画
な
ど
議
案
６
件
承
認

北
さ
つ
ま
ブ
ラ
ン
ド

確
立
し
販
売
力
強
化

ＪＡ北さつま
第11回通常総代会

理　事

逆瀬川　タカ子

新役員

総合事業による
農業振興・地域貢
献への取組宣言

　ＪＡ北さつまは、組合員との徹底した対話
に基づいて、「農業者の所得増大」「農業生産
の拡大」「地域の活性化」を基本目標とする
自己改革の実践に全力で取り組んできました。
　これまでの取り組みについては、令和元年
に実施した「ＪＡの自己改革に関する組合員
調査」等において、多くの組合員の皆様から、
一定の評価と自己改革への一層の期待ととも
に、「総合事業を継続するべき」「准組合員の
事業利用を制限しない方がよい」との声をい
ただきました。
　ＪＡ北さつまでは、こうした組合員の皆様
の声に応え、正組合員と准組合員が一体と
なったＪＡ運営を実現するため、准組合員を
「農業・地域を支えるパートナー」と位置付
け、准組合員の声を経営に反映するとともに、
一層の事業利用と組合員組織や協同活動への
参加を促進します。
　組合員一人ひとりが力を合わせ、総合事業
を通じて資金や利益が循環することで、ＪＡ
事業の根幹である営農指導・販売・購買事業
の充実・強化につながっています。
　今後とも、地域になくてはならないＪＡで
あり続けるため、自己改革の実践を支える持
続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化とともに、
組合員との徹底した対話を通じ、総合事業を
基本として「不断の自己改革」に取り組んで
いきます。

令和３年５月 26 日
（第 11 回通常総代会）
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〇
米
の
集
荷
目
標
27
万
袋
に
対
し
て
実
績

が
24
万
５
０
０
０
袋
と
な
っ
た
理
由
は
。

●
令
和
２
年
産
は
、
梅
雨
時
期
の
日
照
不

足
と
低
温
に
よ
り
分
け
つ
が
少
な
く
作
柄

が
不
良
（
薩
摩
出
水
94
・
伊
佐
姶
良
91
）

と
な
り
、
集
荷
実
績
も
減
少
し
ま
し
た
。

〇
令
和
３
年
産
の
加
工
用
米
の
動
向
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

●
令
和
２
年
産
食
用
米
の
在
庫
量
が
多
く
、

令
和
３
年
産
米
の
生
産
調
整
と
し
て
非
主

食
用
米
へ
の
転
換
が
全
国
で
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
工
用
米
の
需
給
が
崩
れ
販

売
契
約
も
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
価
格
も

厳
し
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
す
。

〇
営
農
指
導
員
の
訪
問
強
化
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
専
任
指
導
員
の
設
置
や
広
域
営
農
指
導

体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
更
な

る
営
農
指
導
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
、
中
央
会
の
担
い
手
・
法
人

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
薩
事
務
所
と
連
携

し
、
出
向
く
体
制
に
よ
る
声
を
聴
く
運
動

を
引
き
続
き
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

〇
肥
料
価
格
が
も
う
少
し
下
が
ら
な
い
か
。

●
原
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
お

り
、
原
料
価
格
・
原
油
価
格
・
国
際
運
賃

等
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
と
、
中
国
等
新
興

国
で
の
需
要
が
旺
盛
な
た
め
近
年
上
昇
傾

向
に
あ
り
、
組
合
の
手
数
料
率
引
き
下
げ

等
の
効
果
が
見
え
に
く
い
状
況
で
す
。
市

場
調
査
を
実
施
し
な
が
ら
、
特
別
価
格
商

品
や
推
奨
品
目
商
品
を
設
定
し
、
組
合
員

の
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〇
支
所
購
買
の
土
日
の
営
業
は
で
き
な
い

か
。

●
労
務
管
理
の
観
点
（
働
き
方
改
革
）
か

ら
、
支
所
購
買
に
つ
い
て
土
日
は
休
業
と

し
て
お
り
ま
す
。
代
替
と
し
て
、
本
所
生

産
資
材
課
及
び
矢
倉
・
伊
佐
配
送
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
農
繁
期
の
６
月
は
土

曜
・
日
曜
の
午
前
中
、
そ
れ
以
外
は
土
曜

日
の
午
前
中
に
営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
大
田
給
油
所
の
閉
鎖
に
伴
う
灯
油
、
軽

油
、
重
油
の
定
期
配
送
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

●
農
繁
期
前
の
３
月
と
９
月
に
予
約
注
文

書
を
回
覧
し
、
羽
月
給
油
所
よ
り
配
送
し

ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
な
配
送
に
つ
い
て

も
注
文
書
に
よ
り
同
じ
く
配
送
し
ま
す
。

〇
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
年
金
友
の

会
活
動
は
自
粛
と
な
っ
た
が
、
本
年
度
の

活
動
計
画
は
ど
う
す
る
予
定
か
。

●
年
金
友
の
会
の
県
大
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
北
さ

つ
ま
の
活
動
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
大
会
は
開

催
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
各
地

区
で
協
議
し
開
催
し
ま
す
。
今
後
の
状
況

次
第
で
は
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
旅
行
・

大
公
演
会
・
総
会
は
中
止
が
決
定
し
ま
し

た
。

〇
共
済
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
も
う
少
し

教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
ま
で
大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
限

ら
れ
て
い
た
、
掛
金
の
払
込
猶
予
や
契
約

者
が
届
け
出
る
べ
き
通
知
等
の
期
限
に
つ

い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
含
む
特

定
非
常
災
害
に
対
象
を
広
げ
る
も
の
で
、

契
約
者
有
利
に
働
く
変
更
で
す
。

〇
役
員
の
定
数
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

●
平
成
28
年
度
組
織
整
備
審
議
委
員
会
の

答
申
を
受
け
、
理
事
に
つ
い
て
は
組
合
員

５
０
０
名
に
対
し
１
名
を
基
準
と
し
て
、

令
和
２
年
度
役
員
改
選
よ
り
定
数
を
27
名

か
ら
19
名
へ
削
減
し
、
地
区
代
表
15
名
＋

女
性
３
名
＋
学
識
経
験
１
名
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
県
下
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
平
均

的
な
選
出
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
監
事

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
答
申
に
よ
り
組
合

の
事
業
規
模
か
ら
学
経
・
員
外
を
含
め
７

名
が
適
正
と
さ
れ
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
組
合
員
数
、
経
済
状
況
の
動
向
等

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

〇
地
区
代
表
役
員
の
定
年
制
に
つ
い
て
見

直
し
は
な
い
か
。

●
理
事
会
の
活
性
化
や
業
務
執
行
の
硬
直

化
を
防
止
す
る
た
め
、
農
協
法
に
よ
り
理

事
の
年
齢
・
性
別
に
著
し
い
偏
り
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
義
務
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
組
合
で
は
地
区
代
表
役
員
の
改
選
時

年
齢
を
70
歳
未
満
に
制
限
す
る
申
し
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
一
億
総
活

躍
社
会
に
お
け
る
雇
用
形
態
の
変
化
も
あ

り
ま
す
の
で
、
県
連
合
会
及
び
県
下
Ｊ
Ａ

の
動
向
に
鑑
み
検
討
い
た
し
ま
す
。

〇
自
然
災
害
積
立
金
の
目
標
は
２
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
積
み
立
て
る

の
か
。
ま
た
、
自
然
災
害
積
立
金
の
取
り

崩
し
７
０
１
万
５
０
０
０
円
の
内
訳
を
教

え
て
ほ
し
い
。

●
目
標
金
額
に
達
す
る
ま
で
、
各
年
度
の

状
況
を
み
な
が
ら
積
み
立
て
る
予
定
で
す

の
で
、
い
つ
ま
で
と
い
う
時
期
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
自
然
災
害
積
立
金
の
取
り

崩
し
に
関
し
て
は
、
昨
年
伊
佐
地
区
に
お

い
て
水
害
に
よ
り
激
甚
災
害
を
受
け
ら
れ
、

Ｊ
Ａ
へ
米
を
出
荷
さ
れ
て
い
た
水
稲
農
家

の
方
々
へ
見
舞
金
と
し
て
支
払
い
を
実
施

し
ま
し
た
。

〇
本
年
度
剰
余
金
処
分
で
、
出
資
配
当
を

２
％
の
割
合
に
で
き
な
い
か
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
、
事
業
の
先
行
き
も
不
透
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
以
上
の
事
態
へ
の
対

応
準
備
と
し
て
繰
り
越
し
余
剰
を
持
つ
た

め
、
今
回
の
配
当
は
１
％
と
し
ま
し
た
。

地
区
別・総
代
会
説

明
会
の
意
見・要
望

に
お
答
え
し
ま
す



新
契
約
優
績
表
彰

総
合
優
績
の
部
受
賞

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
令
和
２
年
度
に
契
約

実
績
や
普
及
活
動
な
ど
で
優
れ
た
成
績
を

上
げ
た
「
全
国
Ｊ
Ａ
共
済
事
業
優
績
組

合
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
は
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
新
契
約
優
績
表
彰
（
総

合
優
績
の
部
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

で
は
全
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
積
極
的

な
普
及
推
進
活
動
を
展
開
し
、
組
合
員
・

利
用
者
へ
「
安
心
」
と
「
満
足
」
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
水
稲
苗
の
食

害
を
減
ら
そ
う
と
、
さ
つ
ま
町
農
政
課
は

６
月
９
日
、
佐
志
交
流
館
で
捕
獲
用
ト

ラ
ッ
プ
作
成
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
水

稲
農
家
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
担
当
者
ら
11
人
が

参
加
。
手
作
り
わ
な
の
普
及
に
取
り
組
む

出
水
市
高
尾
野
町
の
農
業
、
横
峯
均
さ
ん

（
73
）
か
ら
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

材
料
は
１
升
の
焼
酎
紙
パ
ッ
ク
と
水
切

り
ネ
ッ
ト
、
針
金
。
誘
引
剤
に
米
ぬ
か
と

甘
酒
、
ま
た
は
酒
か
す
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

団
子
を
使
い
ま
す
。

　

作
り
方
は
、
①
紙
パ
ッ
ク
底
の
外
側
を

１
～
２
㌢
残
し
て
中
央
部
を
四
角
に
切

り
抜
く
②
注
ぎ
口
側
を
切
り
落
と
し
て

キ
ャ
ッ
プ
を
外
す
③
切
り
落
と
し
た
注
ぎ

口
側
を
逆
に
し
て
内
側
に
取
り
付
け
、
ホ

チ
キ
ス
で
と
め
る
④
誘
引
剤
を
水
切
り

ネ
ッ
ト
に
入
れ
、
針
金
を
付
け
て
パ
ッ
ク

の
底
か
ら
入
れ
る
。
注
ぎ
口
か
ら
針
金
を

出
し
て
底
側
の
ふ
ち
に
針
金
を
固
定
し
て

完
成
で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
に
悩
ん
で
い

た
同
町
紫
尾
の
水
稲
農
家
は
「
こ
れ
ま
で

は
手
で
拾
っ
て
駆
除
し
て
い
た
。
家
庭
に

あ
る
身
近
な
材
料
で
作
れ
る
の
が
い
い
。

今
後
、
水
田
に
わ
な
を
設
置
し
て
被
害
を

減
ら
し
た
い
」
と
、
効
果
に
期
待
し
て
い

ま
し
た
。

　

横
峯
さ
ん
は
、
昨
年
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
て
わ
な
を
作
り
ま
し
た
が
、
環
境
の

こ
と
を
考
え
て
焼
酎
紙
パ
ッ
ク
に
切
り
替

え
ま
し
た
。「
慣
れ
た
ら
簡
単
に
作
れ
る
。

わ
な
は
水
が
溜
ま
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
て

３
～
４
日
お
く
と
、
に
お
い
で
お
び
き
寄

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
試
し
て
」
と

語
り
ま
し
た
。

焼
酎
紙
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
用
わ
な
の
作
り
方
を
指
導
す
る
横
峯
さ
ん

新
契
約
優
績
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

わ
な
で
撃
退
！

4

さつま町で
作成講習会



平
均
82
万
８
４
９
０
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
６
月
７
、
８
日

の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま
し
た
。

１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
82
万
８
４
９

０
円
で
、
前
回
（
５
月
）
を
２
万
３
６
５

０
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は
雌
が
１

３
５
万
５
２
０
０
円
、
去
勢
は
１
２
３
万

３
１
０
０
円
で
し
た
。

　

川
薩
春
季
畜
産
共
進
会
が
５
月
25
日
、

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で

あ
り
ま
し
た
。
薩
摩
川
内
市
、
さ
つ
ま
町

の
６
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
44
頭
が
出
品
さ

れ
、
若
雌
１
～
２
部
で
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

個
体
審
査
、
比
較
決
定
審
査
が
行
わ
れ
、

若
雌
１
部
で
㈲
北
野
牧
場
の
「
よ
し
つ
ば

き
６
３
２
」、
同
２
部
で
村
岡
良
枝
さ
ん

の
「
こ
ま
ち
」
が
最
優
秀
賞
１
席
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
父
系
群
区
対
象
牛
の

展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
「
全
体
的
に
発
育
、
体
積
に

優
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
栄
養
管
理
に

気
を
付
け
な
が
ら
改
良
に
努
め
、
県
共
進

会
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
講
評
を

述
べ
ま
し
た
。

◇
さ
つ
ま
町
茶
生
産
協
会

　

５
月
20
日
、
茶
産
地
の
Ｐ
Ｒ
と
地
産
地

消
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ

Ａ
北
さ
つ
ま
に
新
茶
を
贈
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
へ
の
新
茶
贈
呈
は
今
年
で
22
回
目
。

会
員
22
人
が
一
番
茶
を
提
供
し
合
っ
て
仕

上
げ
ま
し
た
。
領
家
昭
一
会
長
は
「
会
議

や
出
張
等
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

消
費
拡
大
へ
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

新
茶
を
味
わ
っ
た
春
田
和
則
組
合
長
ら

Ｊ
Ａ
役
職
員
は
「
香
り
が
良
く
て
と
て
も

お
い
し
い
」
と
絶
賛
で
し
た
。

◇
薩
摩
川
内
市
茶
業
振
興
会

　

５
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
を
訪

れ
、
産
地
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
も
ら
お
う

と
新
茶
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
茶
は
会
員
25
人
が
提
供
し
合
っ
て
仕

上
げ
ま
し
た
。
山
崎
大
作
会
長
は
「
今
年

は
今
ま
で
に
な
い
早
さ
で
摘
採
が
始
ま
っ

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
香
り
の
高
い
お

い
し
い
お
茶
が
で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
に
水
出
し

煎
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
春
田
和
則

組
合
長
ら
は
「
冷
た
い
と
甘
み
が
引
き

立
っ
て
お
い
し
い
。
日
本
茶
の
風
味
を
楽

し
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

振
興
会
は
、
同
市
で
11
月
に
開
催
さ
れ

る
県
茶
業
振
興
大
会
に
向
け
、
栽
培
技
術

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

薩摩中央家畜市場　2021年6月7日～ 8日
入場頭数 ５８２頭
売却頭数 ５６８頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 240 227 1,355,200 449,900 790,619 285 2,777 ▲8,369
雄
去 342 341 1,233,100 104,500 853,700 309 2,760 ▲34,629

総平均値 828,490 円　　　
前 回 比 23,650 円　安値
総売上高 470,582,200 円　　　

子牛せり市成績表（税込み）
２部で最優秀賞１席に輝いた村岡さんの「こまち」

Ｊ
Ａ
に
新
茶
贈
呈

5

若
雌
１
部
で
は
北
野

牧
場
が
最
優
秀
１
席

さつま町茶生産協会からＪＡに新茶が贈られました

新茶を贈る薩摩川内市茶業振興会の山崎会長ら
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　農政連さつま支部は、ＪＡ北さつま本所で 2020 年度通常総
会を開きました。今年度は、生産現場の声を国・県・市町村の
政策に反映させ、コロナ禍に負けない生産基盤強化対策や経営
安定対策の確立などに取り組みます。
　総会では議案４件を原案通り承認し、国際貿易交渉から農業・
農村を守る運動を強化する特別決議を採択しました。
　春田和則支部長（ＪＡ組合長）は「食料の安定供給と安心し
た農業生産ができ、地域活性化につながるような政策を求める
要請活動を、今後も継続していきたい」とあいさつしました。

　ＪＡ北さつまのさつま地区青壮年部は５月 11 日、2020 年度
総会をＪＡ本所で開きました。役員改選で部長に小山栄一郎さ
んを再任しました。任期は２年。
　今年度はポリシーブックを活用した農政活動の展開や、ＪＡ
や地域と連携した食農教育活動などに取り組み、さらに女性部
と連携し児童養護施設への農産物寄贈活動も計画しています。
　小山部長は「コロナ禍で思うような活動ができなかったが、
今年度は状況を見極めながら積極的に活動し、地域農業の振興
に貢献したい」とあいさつしました。

　さつま町は、65 歳以上の新型コロナウイルスワク
チンの集団接種会場に、ＪＡ北さつま本所を使用して
います。
　ＪＡは町の中心部にあり利便性が高く、さらに薩摩
郡医師会病院に近く、駐車場も確保できます。５月下
旬に町から打診があり、ＪＡでは地域貢献活動の一環
で会場提供を承諾しました。会場となる大ホールは
360 人収容で、空調設備も整っています。
　同町では、ワクチン接種を円滑に進めるため、医療
機関での個別接種に加え、６月 13 日から７月 18 日
までの土、日曜日にＪＡなど３会場で集団接種を実施
します。ＪＡでは１日に 420 人の接種を行います。
　ＪＡ本所で６月１日、リハーサルが行われました。
医師や看護師、役場職員ら約 70 人が参加し、予診票
の確認から問診、接種、経過観察までの流れを確認し
ました。様子を見守った上野俊市町長は「ＪＡの協力
で接種会場を確保することができ感謝している。課題
を確認し、スムーズに対処できるようにしたい」と語
りました。

議案４件について協議しました

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
で
行
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
リ
ハ
ー
サ
ル

活動計画について協議する青壮年部員

さつま地区青壮年部総会

役員改選で小山部長を再任

新型コロナウイルスワクチン

集団接種会場にＪＡ本所

農政連さつま支部総会

生産現場の声を政策に反映へ
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
果
樹
部
会
川
内
き
ん
か

ん
専
門
部
会
は
５
月
20
日
、
薩
摩
川
内
市

入
来
町
で
２
０
２
０
年
度
総
会
と
生
産
販

売
反
省
会
を
開
き
ま
し
た
。
役
員
改
選
も

あ
り
、
新
部
会
長
に
木
通
澄
俊
さ
ん
を
選

び
ま
し
た
。

　

20
年
産
は
一
番
花
の
開
花
が
ば
ら
つ

き
、
高
温
の
影
響
に
よ
る
落
果
や
カ
メ
ム

シ
の
被
害
で
着
果
量
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
販
売
量
は
２
２
１
㌧
（
前
年
比
80
・

２
％
）
で
販
売
額
２
億
４
７
３
万
円
（
同

92
・
１
％
）。
販
売
単
価
は
９
２
４
円
（
同

１
１
５
％
）
で
し
た
。

　

21
年
度
は
、
か
ご
し
ま
農
林
水
産
物
認

証
制
度
を
継
続
取
得
し
、
安
心
・
安
全
で

高
品
質
な
キ
ン
カ
ン
作
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
年
内
出
荷
率
を
高
め
て
経
営

安
定
に
努
め
、
生
産
量
２
４
０
㌧
、
販
売

額
２
億
円
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
合
品
評
会
表
彰
式
も
あ
り
、
隈
元
香

苗
さ
ん
が
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
賞
」
を

獲
得
。
30
㌃
以
上
の
部
で
豊
田
孝
之
さ
ん
、

30
㌃
未
満
の
部
で
前
田
義
昭
さ
ん
、
10
㌃

未
満
の
部
で
田
平
政
弘
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
果
実
品
評
会
最
優
秀

賞
は
高
橋
良
昭
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
は
６
月
５
日
、

鹿
児
島
市
の
農
畜
産
物
直
売
所
「
お
い
ど

ん
市
場
与
次
郎
館
」
で
薩
摩
西
郷
梅
ま
つ

り
を
開
き
ま
し
た
。
Ｌ
～
２
Ｌ
サ
イ
ズ
の

大
玉
を
中
心
に
約
２
㌧
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

薩
摩
西
郷
梅
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内

の
さ
つ
ま
町
で
収
穫
さ
れ
る
最
高
級
品
質

の
南
高
梅
。
生
梅
は
完
熟
し
た
も
の
を
手

で
ち
ぎ
っ
て
収
穫
し
ま
す
。
大
玉
で
黄
身

が
か
っ
た
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
年
産
は
、
２
月
の
開
花
時
期
に
天
候

に
恵
ま
れ
、
寒
波
や
冷
え
込
み
が
な
く
玉

数
、
サ
イ
ズ
共
に
良
好
。
梅
雨
入
り
が
早

く
、
収
穫
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
雨

も
な
く
肥
大
が
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　

家
で
も
梅
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

梅
酒
や
梅
シ
ロ
ッ
プ
の
レ
シ
ピ
を
同
封
。

会
場
で
は
産
地
の
営
農
指
導
員
が
今
年
の

梅
の
出
来
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
し
ま
し

た
。 お

い
ど
ん
市
場
で

薩
摩
西
郷
梅
Ｐ
Ｒ

今
年
産
は
生
産
量

２
４
０
㌧
目
指
す

川
内
き
ん
か
ん
専
門
部
会



こちら営農情報局!

10

　今年産の梅は樹によって異なるとは思いますが、概ね
着果が多かった年であったと思います。今の時期は収穫
終了もしくは収穫終了目前といった園が多いと思います
が、梅を連年着果させるためには収穫終了後の管理作業
が大事になります。ここでは次年度へ向けての梅の栽培
を紹介します。

１．土づくりと施肥
　〇土づくりの意義

　根が健全に生育するためには、通気性・排水性及
び保水性の良い土壌を作ることが必要です。細根が
深い部分（60㎝くらい）まで発達した園では、干ば
つや寒害、やに果の被害を受けにくく生産が安定し
ます。

　〇堆肥等による土壌改良
①時期は９月～11月
②堆肥の種類は、牛ふん・豚ふん・鶏ふん・バーク

などがあります。
　牛ふんでは10㌃当たり２㌧施用します。

　豚ふんでは１㌧・鶏ふんでは30㌔の施用となり
ます。

　この中でも土壌改良効果が高いのは牛ふんです。
また、鶏ふんは窒素・リン酸・カリウムの割合が高
いため施肥の量が多すぎると窒素の遅効きにより着
花や着果が悪くなるので量に気を付けてください。

　〇土壌ｐＨの改良
　　　梅の適正ｐＨは６～７です。

　ｐＨが６未満の酸性土壌は、肥料成分（カルシウ
ム・マグネシウム・ホウ素など）が土壌から流れて
しまい欠乏症が発生しやすくなります。酸性土壌の
場合には、アズミン苦土石灰を施用してください。
軽く土と混和するとより効果的です。
　苦土石灰の施肥量は度合いにより変えますが10㌃
当たり50～100㌔の施用となります。

　〇元肥の施用
　元肥（梅エース１号）は10月上旬に施用します。
　施肥基準は10㌃当たり収量１㌧で２袋、２㌧で４
袋となります。
　土づくりと施肥は、次年度へ向けてとても大切な
作業になります。今年たくさん実を付けてくれた樹
を元気に回復させて来年も良い実を付けてもらいま
しょう。

２．梅雨明け後のかん水
　例年７月中下旬ごろには梅雨明けし、その後は好天
が続き干ばつとなることもあります。
水分管理をしっかりとすることで樹勢の回復を図るこ
とができます。
　梅園の水分消費量は園地条件や樹齢などにより影響
を受けますが、６～９月の気温の高い時期は晴天日が
続くと土壌中の水分が減少するため、失われた水分量
に相当するかん水が必要となります。特に８月は蒸発
散量が多いため、灌水頻度を高める必要があります。
　基本的なかん水量は、１樹あたり100㍑行います。
３．夏季せん定
　〇夏季せん定の考え方

　一般的な落葉果樹のせん定時期は、冬季の活動を
停止した時期です。梅の夏季せん定は、花芽の充実
と枯死によるはげ上がり防止のために行いますが、
根の減少、樹勢低下を起こす場合があるので十分な
注意が必要です。

　〇夏季せん定の時期・方法
①夏季せん定前に永久樹と間伐樹を決めて、間伐樹

では永久樹の生育を阻害している枝の縮伐を行い
ます。

②夏季せん定ができる樹は成木であり、強樹勢で発
育枝や徒長枝が多く発生している樹です。

③時期は収穫後から９月までです。
④方法は樹冠内部の徒長枝など不要な枝を除去し樹

冠内部の結果枝に光を十分当て、葉の光合成能力
を高め花芽や枝の充実を図ります。

４．病害虫防除
　〇かいよう病
　　時期：10月上旬　
　　農薬：Ｚボルドー　500倍
　〇コスカシバ
　　時期：12月	
　　農薬：フェニックスフロアブル　200倍
　　散布の注意点：樹幹や主枝に十分に散布します。
〇カイガラムシ
　　時期：12月	
　　農薬：スプレーオイル　50倍
　　散布の注意点：樹全体に十分散布します。

おわりに
　収穫が終わると一段落して、後の管理が遅れたり、
おろそかになってしまいます。
　しかし、次年度の梅を生産するため、とても大事な
作業が収穫後にはたくさんあります。連年、良い梅を
たくさん生産するために収穫後の管理作業を徹底して
ください。

園芸
梅の収穫後の栽培管理

生産販売課　　有村　隆志
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園芸研究家● 成松次郎

ミズナ（キョウナ） 小株から大株まで楽しむ

　

ミ
ズ
ナ
（
水
菜
）
は
古
く
か
ら
京
都

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
ツ
ケ
ナ
の
一
種
で
、

キ
ョ
ウ
ナ
（
京
菜
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

葉
の
形
が
細
く
、
切
れ
込
み
の
多
い
菜

類
で
す
が
、
柳
の
葉
の
よ
う
な
丸
葉
に

分
化
し
た
の
が
壬
生
菜
で
す
。
本
来
は
、

大
株
に
し
て
水
炊
き
、
す
き
焼
き
、
漬

物
に
利
用
し
ま
す
が
、
最
近
は
小
株
取

り
し
て
、
サ
ラ
ダ
と
し
て
人
気
の
高
い

野
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

［
栽
培
時
期
］
小
株
取
り
で
は
、
冬
を

除
き
種
ま
き
が
で
き
、
夏
ま
き
は
30
日

程
度
、
春
秋
ま
き
は
40
〜
60
日
で
収
穫

に
な
り
ま
す
。
大
株
取
り
で
は
8
月
下

旬
〜
9
月
中
旬
に
種
ま
き
し
、
12
〜
3

月
に
収
穫
し
ま
す
。

［
品
種
］
葉
の
幅
が
狭
く
葉
数
の
多
い

サ
ラ
ダ
用
の
「
京
み
ぞ
れ
」
（
タ
キ
イ

種
苗
）
、
「
京
す
だ
れ
」
（
丸
種
）
は

茎
が
白
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感

の
品
種
で
す
。
大
株
取
り
で
は
「
晩
生

白
茎
千
筋
京
水
菜
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
良
い
で
し
ょ
う
。

［
土
作
り
］
幅
１
０
０
〜
１
２
０
ｃ
ｍ

の
ベ
ッ
ド
を
作
り
、
1
平
方
ｍ
当
た
り

堆
肥
1
ｋ
ｇ
、
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
と

化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）

１
０
０
ｇ
を
全
面
に
施
し
、
土
と
よ
く

混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

［
種
ま
き
］
小
株
取
り
で
は
じ
か
ま
き

と
し
、
ベ
ッ
ド
に
幅
20
ｃ
ｍ
間
隔
の
種

ま
き
溝
を
作
り
、
お
よ
そ
1
ｃ
ｍ
間
隔

に
筋
ま
き
し
ま
す
（
図
1
）
。 

種
ま

き
後
は
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
を
作

り
、
害
虫
か
ら
保
護
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
大
株
取
り
で
は
移
植
栽
培
と

し
、
セ
ル
ト
レ
イ
や
小
型
ポ
ッ
ト
に
4

〜
5
粒
ま
き
（
図
2
）
、
間
引
き
し
て

本
葉
5
〜
6
枚
の
苗
を
作
り
、
条
間
30

ｃ
ｍ
、
株
間
30
ｃ
ｍ
に
植
え
付
け
ま
す
。

［
管
理
］
小
株
取
り
で
は
本
葉
が
出
て

込
み
合
っ
て
き
た
ら
、
適
宜
間
引
き
を

行
い
、
最
終
的
に
は
5
ｃ
ｍ
く
ら
い
に

し
ま
す
（
図
3
）
。
大
株
取
り
で
は
、

種
ま
き
の
1
カ
月
後
と
2
カ
月
後
に
化

成
肥
料
で
、
そ
れ
ぞ
れ
1
株
5
ｇ
程
度

の
追
肥
を
し
ま
す
。

［
病
害
虫
の
防
除
］
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、

サ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
乳
剤
な
ど
、
ア
オ
ム

シ
、
コ
ナ
ガ
に
は
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤
Ｃ

Ｔ
な
ど
環
境
に
優
し
い
農
薬
で
防
除
し

ま
す
。

［
収
穫
］
小
株
取
り
で
は
葉
の
長
さ
が

25
〜
30
ｃ
ｍ
く
ら
い
が
収
穫
適
期
で
す
。

一
部
を
収
穫
し
、
株
間
15
〜
30
ｃ
ｍ
と

な
る
よ
う
に
株
を
残
し
、
中
〜
大
株
取

り
に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
大
株
取

り
で
は
、
1
ｋ
ｇ
く
ら
い
か
ら
収
穫
を

始
め
ま
す
（
図
4
）
。

こんにちはAコープです!
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夏期農業機械展示会のお知らせ
　日時　令和３年７月31日（土）
　　　　午前９時〜午後４時
　場所　ＪＡ北さつま本所構内（さつま町）

皆様のご来場をお待ちしております
〈問い合わせ先〉

農業機械課　　　　0996-53-1248
川内農機センター　0996-22-6300
樋脇農機センター　0996-37-2022
伊佐農機センター　0995-22-2316

伊佐市公金所窓口の
営業時間変更のお知らせ
　日頃よりご利用いただきありがとうござ
います。
　伊佐市公金所窓口の営業時間を、８月１
日から午前９時〜午後３時までに変更さ
せていただきます。

伊佐市指定金融機関　北さつま農業協同組合

ＪＡ北さつま年金友の会
活動計画について

　ＪＡ北さつま年金友の会は役員会を開き、令
和３年度の活動計画について協議し、下記の通
り決定しましたのでお知らせいたします。
◇ゴルフ大会
　令和３年９月２日にグリーンヒルカント
リークラブで開催。

◇グラウンドゴルフ大会
　各地区で協議し開催を決定。

◇ゲートボール大会、大公演会、総会、企画旅行
　新型コロナウイルス感染収束のめどが立
たないことから、会員の皆様の健康・安全面
を考慮し中止とします。
※年金友の会県大会（ゴルフ、グラウンドゴ
ルフ、ゲートボール）は、昨年に引き続き中
止となりました。

　会員の皆様にはご迷惑をおかけしますが、
趣旨をご理解いただきますとともに、今後と
も変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申
し上げます。

※申込書は最寄りのＪＡ窓口
へ提出してください。

※定員に達し次第申し込み
を締め切らせていただきま
す。

第６回ＪＡ北さつま年金友の会
ゴルフ大会参加者募集

★開催日：令和３年９月２日㈭
★場　所：市比野グリーンヒルカントリークラブ
　　　　　薩摩川内市樋脇町市比野250
★出場資格
　⑴ ＪＡでの年金受給者
　⑵ 新規受給ならびにＪＡへ指定替えされる方
　⑶ ＪＡで受給予約される方、プレ年金受給対象者
★募集定員　　60人
★参加申込締め切り　　８月16日㈪



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

13

二重マスの文字をA～Dの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は7月26日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

雨や日光を避けるために差します
緑に黒のしまがある果実
増（ぞう）の反対語
ヤッホーと叫ぶとヤッホーと返し
ます
片目をパチンとつぶります
キャッツアイとも呼ばれる宝石
木材を薄く加工した物
一つ目小僧とか小豆洗いか。——
変化
量より重視されることもあります
爽やかな香りのするハーブ。ペ
パー——
つぼ焼きにするとおいしい貝
漢字で書くと雑魚。取るに足りな
いもののこと
みんな出掛けている状態

仙人が食べているというもの
学校を出て家まで帰ること
年齢を数えるときに使う言葉
ラジオから1970——の曲が流れて
きた
この虫が作る繭から絹が取れます
下から5桁目です
ものは—だ、まずやってみよう
サーフィンやヨットを楽しめる場
所
「やれ打つな蝿（はえ）が手をす
り足をする」は小林——の句です
日本髪に挿す飾り
ゆでたそうめんの水を切るときに
使います
親同士が兄弟姉妹です
将棋に似た西洋のゲーム

1
2
3
4

5
7
9
11

13
15

17
19

21

1
3
6
7

8
10
12
14

16

18
20

22
23

　第３回理事会を５月26日に開き、次の
事項について協議しました。
【議案】
①令和２年度末監事監査指摘事項（重点改
善事項・改善事項）の回答について
②ＪＡ北さつま広報戦略の策定について
③令和３年度理事報酬について
④業務報告書の作成について
⑤ディスクロージャー誌の作成について
⑥役員賠償責任保険への加入について
⑦組合と理事との契約について
【報告】
①令和２年度末監事監査指摘事項（事務的
改善事項）回答書について
②第７回「育てよう笑顔プロジェクト」実
施について
③令和３年度管理者向けコンプライアンス
研修会の実施について
④令和３年度夏期農業機械展示会開催要領
について
⑤令和３年度信用事業推進取組強化実施要
領について
⑥令和３年度ＪＡ北さつま年金友の会活動
計画について
⑦金融円滑化にかかる基本的方針、体制の
概要及び実施状況について
⑧共済速報について
⑨子牛・成牛せり市実績について

理事会だより

応募方法

５月号当選者発表 ６月号の解答

当選者は８月号で発表します。

　５月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽手島洋子さん ▽犬童みち子さん

▽上簗敬子さん ▽川崎アイ子さん

▽岩元克子さん ▽鎌田さち江さん

▽津田良子さん ▽柿田かよ子さん

▽山本静枝さん ▽石原ひさ子さん

巨大タマネギ出現！

ミ ズ タ マ リ

　ＪＡ北さつま山崎支所に直径18㌢、
重さ２㌔の巨大タマネギが登場し、組合
員や利用客を驚かせました。久留哲治さ
んがハウスで栽培。「大きいのでみんな
に見てもらいたい」と、姉の黒木照代さ
んが支所に提供しました。



「
エ
ビ
春
巻
き

　
エ
ス
ニ
ッ
ク
ソ
ー
ス 

」

「
タ
コ
の

  
エ
ス
ニ
ッ
ク
炒
め 

」

作り方
（1） むきエビから片栗粉までの材料をボ

ウルに入れてよく混ぜてあんを作る。

（2） 春巻きの皮を広げて、あんを巻き上げ
て、皮の縁にのりを付けてとじる。

（3） サラダ油を160度に熱し（2）をきつ
ね色に揚げる。

（4） （3）を器に盛り付け、レモン・パクチー
（材料外）を添え、エスニックソースの
材料を混ぜ合わせ、別の器に入れて添
えて出来上がり。

作り方
（1） フライパンにオリーブ油、ニンニク、タカノツメ、タコを入

れ弱火で香りを移しながら3 〜 4分ほど炒める。

（2） （1）に白ワインと食べやすい大きさに乱切りした野菜類を
入れる。塩・こしょうを振り、砂糖、ナンプラーを入れ2分ほ
ど強火で炒める。火を止めてレモン汁を入れる。

（3） （2）を器に盛り付けて出来上がり。

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

Chef Nagai's
recommended

recipe

材料（3人分）
春巻きの皮（小）………………6枚
あん
　むきエビ（包丁で粘りが出る
　までたたく）…………… 120g
　タケノコ水煮（みじん切
　りして湯通しする）………60g
　青ネギ（みじん切り）…大さじ1
　ショウガ（みじん切り）…小さじ1
　塩……………………小さじ1/4
　こしょう……………………少々
　しょうゆ ………………小さじ1

　ごま油………… 小さじ1
　砂糖………… 小さじ1/4
　ナンプラー…… 小さじ1
　片栗粉………… 小さじ1
のり（小麦粉1：水2）…適宜
サラダ油………………適宜
エスニックソース
　マヨネーズ………大さじ1
　ナンプラー………大さじ1
　レモン汁…………大さじ1
　豆板じゃん………小さじ1

材料（2人分）
蒸しタコ（ぶつ切り）……120g
キュウリ …………………… 1本
ダイコン………………… 1/8本
トマト …………………… 中1個
セロリ ……………………… 1本
ニンニク（みじん切り）… 小さじ1
タカノツメ………………… 3本
オリーブ油 …………… 大さじ1
白ワイン ……………… 大さじ1
塩・こしょう ……………… 適宜
砂糖 …………………… 小さじ1
ナンプラー …………… 大さじ1
レモン汁 ……………… 大さじ1

14
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受診日 支所名 コース 募集人員
７／１０ さつま 一般 １０人
７／１０ さつま 女性 １０人
７／２６ 川内 一般 ５人
７／２６ 川内 女性 ５人
７／２６ 入来 一般 ５人
７／２６ 入来 女性 ５人
７／２８ さつま 女性 ５人
７／３０ 伊佐 一般 １０人
７／３０ 伊佐 女性 １０人
８／２ さつま 一般 １０人
８／２ さつま 女性 １０人
８／１１ 川内 一般 ５人
８／１１ 川内 女性 １０人
８／１７ さつま 一般 １０人
８／１７ さつま 女性 ５人
８／２０ さつま 一般 ５人

９／１ さつま 一般 １０人
９／１ さつま 女性 ５人
９／１５ 川内 一般 ５人
９／１５ 川内 女性 １０人
９／１５ 樋脇 一般 ５人
９／１５ 樋脇 女性 ５人
９／１７ こしき 一般 １人
９／１７ こしき 女性 １人
９／１７ さつま 一般 １５人
９／１７ さつま 女性 ５人
９／２２ 川内 女性 １０人
９／２８ 伊佐 一般 １０人
９／２８ 伊佐 女性 １０人
１０／１４ 川内 一般 １５人
１０／１４ こしき 一般 １人
１０／２０ さつま 一般 １０人
１０／２０ さつま 女性 ５人

　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康診断として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立ててください。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所経
営企画課（０９９６）５３－１１２４、川内総務経済課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経
済課（０９９５）２４－２６０７へ。

人間ドックのご案内

クミアイ家庭薬に関するお問い合せは
JA各支所または経済連生活課（099-258-5325）まで

この商品は、店舗での扱いはありません。家庭薬配置員がご自宅まで直接お届けします。

こんにちは!「クミアイ家庭薬」です。 JA鹿児島県経済連

ビタパッションV−50SP
10本 1,980円（税込）

１日１本/３０日分　30本　3,780円
（税抜価格3,500）

新発売！

健康補助食品

Kyoyakuさわやか乳酸菌ゼリー

〇胃酸に負けない乳
酸菌（EC-12）だから
しっかり腸まで届き
ます。

〇６４種類の植物を
発酵・熟成させたエキ
ス、オ リ ゴ 糖 も プ ラ
ス！おいしいから続
けられます。

〇免疫力を高めて強
いからだづくりに！

1本に3,000億個の乳酸菌（EC-12）！

「腸の不調は万病のもと」です。
毎日の食生活に乳酸菌を！
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

July. 2021

N
o.1
3
6

板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ

7
CLO

VER
CLO

VER

JA北さつま 〒895-1811　薩摩郡さつま町虎居745　℡0996-53-0940（経済課）

JA北さつま

ギフトカタログ
季節を贈る、旬を味わう。
懐かしいふるさとの味を贈りませんか。

JA支所で
配布中!


